
「Road to JAPAN 2011プロジェクトin 山口」

11月3日(木・祝)、「Road to JAPAN 2011プロジェクトin 山口」の一環で、アジア10カ国から

30名の青少年が吉田キャンパスを訪れ、ワークショップを行いました。 

このプロジェクト※Ⅰは、山口県が文部科学省の委託を受けた「山口県青少年地域国際交流推進

コンソーシャム」の事業であり、山口県からの要

請のもと、本学も協力しました。この目的は、ア

ジアを中心とした海外の青少年を日本に招き、日

本の青少年との交流を行うとともに、地域の特性

を生かし、関係機関と連携して自然体験・スポー

ツ体験・文化体験等の機会を提供することです。 

本学では、吉田キャンパスの施設等見学後、

参加者が互いを尊重し学び合える国際的な関係

（「新しい公共」の実現）を築くきっかけをつく

るためのワークショップ※Ⅱを行いました。 

 また、当日、文部科学省(有松育子審議官、

勝山浩司青少年課長、奥山敏之青少年課長補佐)、
国立教育政策研究所岩崎久美子総括研究官の事業視察がありました。

※Ⅰ 「Road to JAPAN 2011 プロジェクト in 山口」事業計画 

１．目的 

(1) アジアの国々から青少年と指導者を招へいし、山口県をはじめとする近隣県の青少年との

交流を展開することで、日本への理解を深め将来各国との日本の交流の懸け橋となる人材を

育成する。 

(2)海外の青少年との交流機会を提供し、青少年自らが国際社会の一員であることを自覚させ、

自分とは異なる環境に立脚する人々との共生について考えるきっかけを与えることで国際的

視野を持った次世代のリーダーとなる青少年を養成する。 

２．主催者

山口県青少年地域国際交流推進コンソーシャム（13団体） 

３．期間 

平成23年10月29日（土）～11月6日（日） 9日間 

４．招へい国・人員 

ブータン、カンボジア、インド、インドネシア、モルディブ、フィリッピン、モンゴルから

30人(１か国３名) 

５．予算 

  文部科学省委託（平成23年度青少年教育施設を活用した交流事業） 

６．プログラム（山口大学はNO.9） 

プログラム No 実施日時 プログラム名称 プログラム会場 

－ １０月２ ８日（金）    招待国から到着  福岡空港 

－ １０月２９日（土）    招待国から到着  福岡空港 

【ワークショップの様子】



１ １０月２９日（土） １９：３０～２１：００  開会式  国立山口徳地青少年自然の家 

２ １０月３０日（日） １０：３０～１４：００  フードフェスティバル  秋吉台オートキャンプ場 

３ １０月３０日（日） １４：００～１５：４５  秋芳洞散策 
 秋吉台科学博物館・秋吉台エコミュ

ージ アム・秋芳洞・秋吉台など 

４ １０月３０日（日） １７：３０～２０：３０  天体観測  国立山口徳地青少年自然の家 

５ １０月３１日（月） １０：００～１６：３０ 
 小学校での交流体験（文化財見

学を含む） 
 山口市立小郡南小学校 他 

６ １０月３１日（月） １８：３０～１９：３０ 
 ＴＡＰ（徳地アドベンチャープログ

ラム） 
 国立山口徳地青少年自然の家 

６ １１月０１日（火） ０９：００～１６：３０ 
 ＴＡＰ（徳地アドベンチャープログ

ラム） 
 国立山口徳地青少年自然の家 

７ １１月０２日（水） ０９：３０～１２：３０ 
 県立博物館展示室見学及びロ

ボット教室 
 山口県立博物館 

８ １１月０２日（水） １９：００～２０：５５  世界がもし１００人の村だったら  国立山口徳地青少年自然の家 

９ １１月０３日（木） ０９：００～１３：００ 
 多文化の学び合いを考える ワ

ークショップ 
 山口大学（吉田キャンパス） 

１０ １１月０３日（木） １４：００～１７：００  書道・茶道体験  山口ふるさと伝承総合センター 

１１ １１月０３日（木） １９：３０～２１：００  キャンドルのつどい  国立山口徳地青少年自然の家 

１２ １１月０４日（金） 
１０：００～１３：３０ 

１４：００～１７：００ 

 交流 

 体験 

 光市立浅江中学校 

 日立製作所笠戸事業所 他 

１３ １１月０４日（金） １７：３０～１０：００  交流及び体験 
 夕食会会場・ホストファミリー（光市

周辺） 

１４ １１月０５日（土） １１：００～１６：００  平和プログラム 
 広島平和記念資料館・広島平和記

念公園 原爆ドームなど 

－ １１月０６日（日）    招待国へ帰国  福岡空港・関西空港 

※Ⅱ 山口大学プログラム 

多文化の学び合いを考えるワークショップ 

１．目 的 

  山口大学吉田キャンパスの施設等の見学と、参加者が互いを尊重し学び合える国際的な関係

（「新しい公共」の実現）を考えるきっかけをつくるためのワークショップを行う。 

  山口大学のスローガンにそって、①発見し（歩く）、②はぐくみ（議論）、③かたちにする

（発表）作業をおこなうことで、④知の広場（「新しい公共」）の可能性を探る。 

２．日 時 

  平成２３年１１月３日(木) 午前 

３．会 場 

  山口大学大学会館 会議室 

４．プログラム 

時 間 内  容 

9：00～9：50 １．山口大学吉田キャンパス見学 



５グループ(１グループ６人) に分かれて施設等の見学。 

10：00～12:00

２．ワークショップ 

2-1．オリエンテーション（課題の選択を含む） 

各グループの課題は以下のとおり。 

グループ①（インドネシア、ブータン）「マナー」 

グループ②（モルディブ、カンボジア）「家族」 

グループ③（フィリピン、モンゴル）「言語」 

グループ④（タイ、インド）「食事」 

グループ⑤（ネパール、スリランカ）「友だち」 

2-2. 課題にそって、これまで来日し、体験したことなどを議論する。 

2-3. 議論したものを、付箋等を使用して整理する。 

2-4. グループ発表。 

2-5. 総括。 

12:00～13:00 ３．ランチタイム 

（山口大学や各紹介等の映像をみながら親交を深める。） 

 Staff： 

ｴｸｽﾃﾝｼｮﾝｾﾝﾀｰ准教授  辰己 佳寿子 

教育学部国際文化コース４年 藤本 千穂 

教育学部国際文化コース４年 庄司 智未 

経済学部経済学科４年  森本 舞 

経済学部経営学科４年 佐々木 早穂 

経済学部国際経済学科４年 檜垣 沙也子 

経済学部観光政策学科４年 金山 愛美 

  参加者全員そろっての記念撮影             施設見学(武道場の前にて) 



山口大学への質問も相次ぎました        グループ①の課題は「マナー」でした

グループ③の課題は「言語」でした

国の挨拶をとりあげました


